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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第88期
第１四半期
連結累計期間

第89期
第１四半期
連結累計期間

第88期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 (千円) 1,920,413 1,737,688 7,826,382

経常利益 (千円) 162,958 72,343 327,270

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

(千円) 110,382 47,085 265,063

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 144,345 41,410 365,881

純資産額 (千円) 4,668,945 5,316,144 4,865,827

総資産額 (千円) 11,038,096 13,416,947 12,067,496

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 10.48 4.26 25.25

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 10.45 4.21 25.20

自己資本比率 (％) 42.3 39.6 40.2
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営

指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で

前連結会計年度との比較・分析を行っております。

　

（１）経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、米国や欧州では景気の回復基調が続き、中国・新興国において

も安定的に推移するなど、全体として堅調に推移しました。わが国の経済につきましても、企業収益や雇用の改善

などにより安定的に推移しました。

　

このような中、当社グループは、新たな経営基本方針である「エンジニアリングアプローチによる製品事業の付

加価値向上」「受託事業からエンジニアリングサービス事業への転換」「早い変化と多様性に対応できる経営基盤

の整備」のもと、当社グループの強みであり基盤である「塗る・切る・磨く」の技術で、お客様の成功のための付

加価値を目指す各種取り組みを進めてまいりました。

　

売上面においては、ハードディスク関連市場の売上が増加した一方、光ファイバー関連市場および「受託事業」

における売上が対前年同期比で減少しました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は前年同期比9.5%減の17億37百万円となりました。

　

損益面においては、売上の減少による影響に加え、人件費を中心に販管費が増加した結果、営業利益は９百万円

（前年同期比94.9%減）となりました。

経常利益は、為替差益の発生や貸倒引当金の戻入などがあったものの、前年同期比55.6%減の72百万円となりまし

た。

親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比57.3%減の47百万円となりました。

　

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

　

・製品事業

製品事業の売上高は、16億66百万円（前年同期比4.3%減）となりました。ハードディスク関連市場において研

磨フィルムの売上が増加した一方、光ファイバー関連市場において研磨フィルム・ダイヤモンド研磨フィルムの

売上が減少しました。この結果、セグメント利益は42百万円（前年同期比75.4%減）となりました。

　

・受託事業

受託事業の売上高は、71百万円（前年同期比60.3%減）となりました。受託元の在庫調整などにより売上が減少

しました。この結果、セグメント損失は32百万円（前年同期は17百万円のセグメント利益）となりました。
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（２）財政状態の状況

(総資産)

当第１四半期連結会計期間末の総資産は134億16百万円となり、前連結会計年度末に比べて13億49百万円増加いた

しました。主な内容は、現金及び預金の増加10億19百万円、たな卸資産の増加３億66百万円等であります。

　

(負債)

負債の部は81億円となり、前連結会計年度末に比べて８億99百万円増加いたしました。主な内容は、支払手形及

び買掛金の増加１億70百万円、短期借入金の増加２億円、未払金の増加１億42百万円、長期借入金の増加２億24百

万円等であります。

　

(純資産)

純資産の部は53億16百万円となり、前連結会計年度末に比べて４億50百万円増加いたしました。主な内容は、新

株予約権の行使による資本金の増加２億58百万円及び資本剰余金の増加２億58百万円、親会社株主に帰属する四半

期純利益47百万円、配当金の支払による利益剰余金の減少１億５百万円等であります。

 
この結果、当第１四半期連結会計期間末の自己資本比率は、39.6％となりました。

　

（３）経営方針、経営環境及び対処すべき課題等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの経営方針、経営環境及び対処すべき課題等について、重要

な変更はありません。

　

（４）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は６百万円であります。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 42,780,000

計 42,780,000
 

　

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,781,920 11,781,920
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

(注 1 , 注 2)

計 11,781,920 11,781,920 ― ―
 

(注) １ 完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

２ 単元株式数は100株であります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

当第１四半期会計期間において、行使価額修正条項付新株予約権付社債券等に係る新株予約権が以下のとおり、

行使されました。

 

 
第１四半期会計期間

(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)

当該四半期会計期間に権利行使された当該行使価額修正条項

付新株予約権付社債券等の数(個)
9,400

当該四半期会計期間の権利行使に係る交付株式数(株) 940,000

当該四半期会計期間の権利行使に係る平均行使価額等(円) 547.49

当該四半期会計期間の権利行使に係る資金調達額(千円) 514,644

当該四半期会計期間の末日における権利行使された当該行使

価額修正条項付新株予約権付社債券等の数の累計(個)
9,400

当該四半期会計期間の末日における当該行使価額修正条項付

新株予約権付社債券等に係る累計の交付株式数(株)
940,000

当該四半期会計期間の末日における当該行使価額修正条項付

新株予約権付社債券等に係る累計の平均行使価額等(円)
547.49

当該四半期会計期間の末日における当該行使価額修正条項付

新株予約権付社債券等に係る累計の資金調達額(千円)
514,644
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年４月１日～
平成30年６月30日(注)

940,000 11,781,920 258,976 2,287,670 258,976 788,645
 

　(注)  新株予約権の行使による増加であります。

　

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成30年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 269,900
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式10,537,300
 

105,373 ―

単元未満株式 普通株式 34,720
 

― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 10,841,920 ― ―

総株主の議決権 ― 105,373 ―
 

(注) １ 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成30年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式８株が含まれております。

３ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が900株(議決権の数

９個)含まれております。

　

② 【自己株式等】

  平成30年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
東京都新宿区西新宿一丁目
26番２号
新宿野村ビル31階

269,900 ― 269,900 2.49
Mipox株式会社

計 ― 269,900 ― 269,900 2.49
 

(注) 上記のほか、株主名簿上は資産管理サービス信託銀行株式会社(信託Ｅ口)名義となっておりますが、実質的に

は当社が保有している株式が75,100株(議決権の数751個)あります。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成30年４月１日から平成

30年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、明治アーク監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,165,583 4,184,649

  受取手形及び売掛金 ※  1,893,426 ※  1,790,623

  電子記録債権 179,367 118,766

  商品及び製品 375,387 464,311

  仕掛品 1,274,953 1,426,142

  原材料及び貯蔵品 412,317 538,800

  その他 215,340 348,625

  貸倒引当金 △9,942 △4,351

  流動資産合計 7,506,434 8,867,567

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 4,782,396 4,788,504

   機械装置及び運搬具 3,075,420 3,096,297

   土地 1,173,043 1,183,021

   その他 709,012 750,790

   減価償却累計額 △6,219,268 △6,291,855

   有形固定資産合計 3,520,603 3,526,758

  無形固定資産   

   のれん 262,140 254,196

   その他 217,523 216,969

   無形固定資産合計 479,664 471,166

  投資その他の資産   

   投資有価証券 10,000 10,000

   退職給付に係る資産 307,828 307,188

   繰延税金資産 64,308 63,734

   その他 232,789 171,529

   貸倒引当金 △54,131 △996

   投資その他の資産合計 560,794 551,455

  固定資産合計 4,561,062 4,549,380

 資産合計 12,067,496 13,416,947
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 646,692 816,738

  短期借入金 400,000 600,000

  1年内償還予定の社債 243,200 243,200

  1年内返済予定の長期借入金 642,225 713,708

  未払金 692,954 835,195

  未払法人税等 59,291 27,939

  賞与引当金 122,565 206,550

  役員賞与引当金 - 508

  株式給付引当金 19,162 25,912

  その他 207,465 397,193

  流動負債合計 3,033,557 3,866,946

 固定負債   

  社債 764,900 684,900

  長期借入金 2,838,533 2,991,978

  繰延税金負債 204,490 204,514

  退職給付に係る負債 133,517 130,666

  その他 226,670 221,798

  固定負債合計 4,168,111 4,233,857

 負債合計 7,201,669 8,100,803

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,028,693 2,287,670

  資本剰余金 1,586,986 1,845,963

  利益剰余金 1,337,886 1,279,251

  自己株式 △160,129 △160,147

  株主資本合計 4,793,436 5,252,737

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 63,238 57,563

  その他の包括利益累計額合計 63,238 57,563

 新株予約権 9,152 5,843

 純資産合計 4,865,827 5,316,144

負債純資産合計 12,067,496 13,416,947
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(2) 【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 1,920,413 1,737,688

売上原価 1,160,378 1,103,582

売上総利益 760,035 634,105

販売費及び一般管理費 571,523 624,519

営業利益 188,511 9,585

営業外収益   

 受取利息 717 2,750

 受取配当金 657 360

 受取保険金 3,108 -

 為替差益 - 21,963

 保険解約返戻金 3,479 -

 貸倒引当金戻入額 - 53,135

 その他 2,177 2,611

 営業外収益合計 10,139 80,820

営業外費用   

 支払利息 7,778 7,707

 支払手数料 4,457 8,650

 社債発行費 8,545 -

 為替差損 8,830 -

 支払保証料 1,003 1,190

 持分法による投資損失 2,536 -

 その他 2,540 514

 営業外費用合計 35,693 18,062

経常利益 162,958 72,343

特別利益   

 固定資産売却益 - 1,225

 投資有価証券売却益 1,499 -

 子会社清算益 - 3,070

 特別利益合計 1,499 4,295

特別損失   

 固定資産除却損 5,343 132

 特別損失合計 5,343 132

税金等調整前四半期純利益 159,113 76,506

法人税、住民税及び事業税 46,771 29,015

法人税等調整額 1,959 406

法人税等合計 48,730 29,421

四半期純利益 110,382 47,085

（内訳）   

親会社株主に帰属する四半期純利益 110,382 47,085

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -
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           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △1,506 -

 為替換算調整勘定 35,476 △5,697

 持分法適用会社に対する持分相当額 △7 22

 その他の包括利益合計 33,962 △5,674

四半期包括利益 144,345 41,410

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 144,345 41,410

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(追加情報)

(「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

受取手形 38,428千円 33,633千円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

　

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

減価償却費 88,453千円 98,289千円

のれんの償却額 7,943千円 7,943千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月15日
取締役会決議

普通株式 106,099 10.00 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金
 

(注) 平成29年５月15日取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託(J-ESOP)の導入により設定した信託が

保有する自社の株式に対する配当金751千円が含まれております。

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年５月21日
取締役会決議

普通株式 105,720 10.00 平成30年３月31日 平成30年６月27日 利益剰余金
 

(注) 平成30年５月21日取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託(J-ESOP)の導入により設定した信託が

保有する自社の株式に対する配当金751千円が含まれております。

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成30年３月22日付発行の平成30年第１回新株予約権（第三者割当による行使価額修正条項付新株予約

権）の権利行使に伴う新株式発行により、当第１四半期連結累計期間において資本金及び資本準備金がそれぞれ

258,976千円増加しました。

この結果、当第１四半期連結会計期間末において資本金が2,287,670千円、資本剰余金が1,845,963千円となって

おります。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント 四半期連結
損益及び包括利
益計算書計上額製品事業 受託事業 合計

売上高     

  外部顧客への売上高 1,740,633 179,779 1,920,413 1,920,413

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ―

計 1,740,633 179,779 1,920,413 1,920,413

セグメント利益 170,882 17,628 188,511 188,511
 

(注) セグメント利益の合計額は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致しております。

 
Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント 四半期連結
損益及び包括利
益計算書計上額製品事業 受託事業 合計

売上高     

  外部顧客への売上高 1,666,329 71,358 1,737,688 1,737,688

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ―

計 1,666,329 71,358 1,737,688 1,737,688

セグメント利益又は損失(△) 42,097 △32,511 9,585 9,585
 

(注) セグメント利益又は損失(△)の合計額は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と

一致しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益 10円48銭 4円26銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 110,382 47,085

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益(千円)

110,382 47,085

    普通株式の期中平均株式数(株) 10,534,812 11,064,402

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 10円45銭 4円21銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) ― ―

    普通株式増加数(株) 31,584 109,187

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注)１．株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益の

算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

２．１株当たり四半期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前第１四半期連結累計期間

75,100株、当第１四半期連結累計期間75,100株であります。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

平成30年５月21日開催の取締役会において、平成30年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり

期末配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額                               105,720千円

② １株当たりの金額                                  10円

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日  平成30年６月27日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成30年８月10日

Mipox株式会社

取締役会  御中

　

明治アーク監査法人
 

　

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 萩   原   眞   治 印

 

　

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 二   口   嘉   保 印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているMipox株式会社

の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平成

30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、Mipox株式会社及び連結子会社の平成30年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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